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	第１
	第１ モニタリングの基本的な考え方
	１ モニタリングの目的・考え方
	２ モニタリングの水準を確認する書類
	３ 実施時期
	４ モニタリングの費用負担

	第２ モニタリングの方法
	１ 各実施時期におけるモニタリング方法
	１-１ 業務着手時
	事業者グループは、業務着手前に業務全体に関する業務概要及び業務項目、実施方針、業務工程、照査計画及び実施体制等を記載した事業計画書を市に提出し、市は、要求した事業スケジュール等に適合していることの確認を行う。

	１-２ 事前調査時
	(ｱ) 事業者グループは、事前調査業務の着手前に、工程表及び業務計画書を市に提出し、市が要求した事業スケジュール等に適合していること及び業務水準を満たしていること等の確認を受けること。
	(ｲ) 事業者グループは、打ち合わせ時に必要な資料等を市に提示し、業務水準を満たしていることの確認を受けること。
	(ｳ) 市は、事前調査完了時に、事業者グループから提出された調査結果等について、要求水準書等を満たしているか否かの確認を行う。
	(ｴ) 事業者グループは、事前調査業務が完了した時点で、調査報告書を市に提出し、内容の承認を受けること。
	(ｵ) 事業者グループは、調査の状況について、打ち合わせ時や市から要請を受けた際には随時、報告、説明及び資料の提出を行うこと。

	１-３ 設計時
	(ｱ) 事業者グループは、業務の着手前に、工程表及び業務計画書を市に提出し、市が要求した事業スケジュール等に適合していること及び業務水準を満たしていること等の確認を受けること。
	(ｲ) 市は、業務の着手前に事業者グループが配置した技術者の資格等について、適格かどうかの確認を行う。
	(ｳ) 事業者グループは、適宜、市と打ち合わせを行うとともに、打ち合わせ時に必要な資料等を市に提示し、業務水準を満たしていることの確認を受けること。
	(ｴ) 事業者グループは、基本設計及び実施設計の各業務が完了した時点で、設計図書等を市に提出し、内容の承認を受けること。市は、その内容が要求水準書等に適合するか否かを確認する。提出する設計図書等は、積算や工事施工等に支障のないものとすること。なお、実施設計の着手は、基本設計の内容の確認を受けた後とし、同様に工事の着手も実施設計の確認を受けた後とする。
	(ｵ) 事業者グループは、設計の状況について、打ち合わせ時や市から要請を受けた際には随時報告、説明及び資料の提出を行うこと。

	１-４ 旧住宅の解体及び撤去時
	(ｱ) 事業者グループは、解体撤去工事の着手前に、工程表及び施工計画書を市に提出し、市が要求した事業スケジュール等に適合していること及び業務水準を満たしていること等の確認を受けること。
	(ｲ) 市は、事業者グループの行う旧住宅の解体撤去工事について、要求水準書等を満たしているか否かの確認を行う。
	(ｳ) 事業者グループは、解体撤去工事の進捗状況及び施工状況等について市に報告し、市の求めに応じて説明を行うこと。また、工事の施工状況について、市から要請を受けた際には、随時報告、説明及び施工記録の提出を行うとともに、工事現場において市の確認を受けること。
	(ｴ) 市は、解体工事が設計図書に従って行われていることを確認するため、事業者グループの行う工事施工、工事監理の状況について工事中随時、市の監督職員及び下関市行政組織規則(平成17年規則第2号)第23条に規定する上席検査監又は検査監による確認を行い、必要な指導及び助言を行う。
	(ｵ) 市は工事期間中に行われる定例会議に立ち会うことができるとともに、事前の通知なしに解体工事に立ち会うことができるものとし、事業者グループは市の現場確認に立ち会うなど適切に対応すること。
	(ｶ) 事業者グループは、解体撤去工事が完了した時点で、状況を正確に表した現況図等を含む完了報告書を市に提出し、事業者グループの立ち会いのもと、市の確認を受けること。
	(ｷ) 監理報告書の内容は、打合せ記録、主な工事内容、工事進捗状況、施工検査記録等とし、施工写真を撮影し監理報告書において整理すること。
	(ｸ) 工事監理企業は、工事監理業務の完了時に、適切な方法により業務の報告を行うこと。

	１-５ 工事施工時
	(ｱ) 事業者グループは、整備工事の着手前に、実施工程表、工事監理に関する基本的な方針、総合施工計画書及び工種別施工計画書を市に提出し、市が要求した事業スケジュール等に適合していること及び業務水準を満たしていること等の確認を受けること。
	(ｲ) 市は、事業者グループの行う整備工事について、要求水準書等を満たしているか否かの確認を行う。
	(ｳ) 市は、整備工事の着手前に事業者グループが配置した技術者の資格等について、適格かどうかの確認を行う。
	(ｴ) 事業者グループは、整備工事の進捗状況及び施工状況等について市に報告し、市の求めに応じて説明を行うこと。また、工事の施工状況について、市から要請を受けた際には、随時報告、説明及び施工記録の提出を行うとともに、工事現場において市の確認を受けること。
	(ｵ) 市は、建替住宅が設計図書に従って建設されていることを確認するため、事業者グループの行う工事施工、工事監理の状況について工事中随時、市の監督職員及び下関市行政組織規則(平成17年規則第2号)第23条に規定する上席検査監又は検査監による確認を行い、必要な指導及び助言を行う。
	(ｶ) 市は、工事期間中に行われる定例会議に立ち会うことができるとともに、事前の通知なしに整備工事に立ち会うことができるものとし、事業者グループは、施工に関する検査又は試験の実施について、事前に市に通知するものとする。また、市はこれらに立ち会うことができるものとする。
	(ｷ) 事業者グループは、工事監理の実施状況について、毎月の定期報告を行うとともに、市の要求に応じて、適切な方法により説明を行うこと。
	(ｸ) 監理報告書の内容は、打合せ記録、主な工事内容、工事進捗状況、施工検査記録、状況写真等とし、特に、基礎、柱及び大ばりの配筋及び断熱材の施工写真を部屋毎に撮影（配筋は各階毎に全ての符号について撮影）し、監理報告書において整理すること。
	(ｹ) 工事監理企業は、工事監理業務の完了時に、適切な方法により業務の報告を行うこと。

	１-６ 工事完成及び施設引渡し時
	(ｱ) 市は、建替住宅が要求水準書等に定められた水準を満たしているか否かの検査を行う。
	(ｲ) 事業者グループは、完了に伴う検査等を行う場合は、事前に市に通知すること。また、完了に伴う検査については、検査済証その他の検査結果に関する書面の写しを添えて報告すること。市はこれらに立ち会うことができるものとする。
	(ｳ) 事業者グループは、整備工事が完了した時点で報告し、事業者グループの立ち会いのもと、市の検査を受けること。この際、事業者グループは施工図等、施工記録を市との協議の上で決定した様式等にて提出すること。

	１-７ 入居者移転支援時
	(ｱ) 事業者グループは、業務の着手前に、工程表及び業務計画書を市に提出し、市が要求した事業スケジュール等に適合していること及び業務水準を満たしていること等の確認を受けること。
	(ｲ) 市は、業務の着手前に事業者グループが配置した有資格者の資格等について、適格かどうかの確認を行う。
	(ｳ) 事業者グループは、業務の実施状況について、市から要請を受けた際には、随時報告、説明及び資料の提出を行うとともに、市の確認を受けること。


	２ 要求水準を満たしていない場合の措置
	(ｱ) 市は、モニタリングの結果、事業者グループが達成すべき業務水準が満たされていないと判断した場合には、改善要求を行う。
	(ｲ) 事業者グループは、改善要求を受けたときは迅速に改善計画を立案し、市と協議した上で改善を行う。
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